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Ｂ２ＮＥＸＴ株式会社 

  



【議事次第】 

１. 開会 

２．議事 

（１）令和８年度検討スケジュールについて 

（２）全国意見照会後の標準仕様書の変更概要について 

（３）ご依頼事項 

（４）その他 

３. 閉会 

 

【配布資料】 

資料 1_令和８年度検討スケジュール 

資料 2_全国意見照会後の標準仕様書の変更概要等 

資料 3_ご依頼事項 

別紙_ご意見記入シート 

別途添付_健康管理システム標準仕様書【第 5.0版】案 

参考資料 1_第 16回合同 WT・第 13回ベンダ分科会後の構成員様意見集約一覧 

参考資料 2_全国意見集約一覧 

 

○議事概要 

（議事（１）について） 

事務局から令和８年度検討スケジュールについて説明が行われた。 

 

意見、質問等なし 

 

 

（議事（２）について） 

事務局から全国意見照会後の標準仕様書の変更概要について説明が行われた。 

 

＜質疑応答＞ 

P.7 RSウイルスワクチン等の定期接種化に伴う対応について 

（事務局）７月 12日の自治体向け説明会において、高用量インフルエンザワクチンの

定期接種化取りやめに関する説明があったため、標準仕様書からも情報を削除する

方針で考えているが、何か補足事項等あれば説明いただきたい。 

⇒（厚生労働省予防接種課（以下、予防接種課））補足事項は特になし。 

 

P.11-12児童福祉法等の一部改正の整理ついて 

（ベンダ）標準仕様書に含めない方針で進めようとしているということで相違ないか。 

⇒（事務局）その認識で相違ない。 

⇒（ベンダ）今後、健康管理システム標準仕様書に関連する法律に基づく事業に対し、

標準仕様書の対象に含めるかといった議論にあげるのは慎重に行ってほしい。 



 

（事務局）自治体検診 PMH に関して、職域等がん検診のアンケート情報を連携する機

能を設けていたが、今年度の実証事業において健康管理システムから PMH へ連携す

るフローが対象外となった。その変更に伴い各種仕様書の修正を行い、後程資料を追

送する。 

 

 

（議事（３）について） 

事務局から依頼事項について説明が行われた。 

 

意見、質問等なし 

 

 

（議事（４）について） 

全体を通しての確認がされた。 

 

＜質疑応答＞ 

（自治体）予防接種事務デジタル化後は、接種勧奨がマイナポータルでの通知に変わる

と認識している。マイナポータル上で勧奨通知を開かない可能性も想定されるため、

予予・請求システムまたは健康管理システムで把握できるような仕組みを検討いた

だきたい。そのような機能があれば、自治体としては、マイナポータルの通知だけで

十分なのか、紙でも勧奨したほうがよいのかといった判断ができると考えている。 

⇒（予防接種課）対応について検討を進める。 

 

（自治体）予予・請求システムから接種記録情報を Excel 等で出力することはできる

か。 

⇒（予防接種課）接種記録をダウンロードできる機能は存在する。 

  

（ベンダ）自治体からヒアリングを進める中で、予防接種の広域化のため、自治体ごと

に医療機関と調整ができない一方、県単位では調整が進んでいない、さらに医療機関

にはデジタル化に対する動きがあまり伝わっていないという状況を聞いている。こ

れが全国的な状況であれば、国から働きかけをしてほしい。 

⇒（予防接種課）自治体及び都道府県に向けては、説明会を随時実施している。その

際に、医療機関に対して調整を進めていただくよう説明を行っている。なお、広域

で実施しているケースについては、都道府県主導で動いていただく必要があるが、

円滑に動けている実例は把握できておらず、課題だと考えている。そのため、下半

期には都道府県ごとに説明会を実施する予定としている。 

 

（ベンダ）予防接種事務デジタル化後も紙の予診票での運用が一部継続される見込み

だが、3.1版以降では、予防接種事務デジタル化後は健康管理システムに結果を入力



することできないと認識している。そのため、予予・請求システムへの一括登録を検

討しているが、指定の Excel ファイルは入力チェックなど入力負担軽減の仕組みは

設けているか。 

⇒（予防接種課）基本的にはチェックや自動表示といった機能は設けておらず、すべ

て手入力してもらうファイルである。ただし、入力必須項目は今後大幅に減る予定

である。 

⇒（ベンダ）自治体は入力誤りが必ず発生すると想定しており、これまでより作業負

担が増加することを懸念している。 

⇒（予防接種課）ワクチンに関する情報は、一から手入力するのではなく対応表から

コピーするなど、資料を活用してほしい。また、ツールがほしいという要望も受け

ているため、自治体の負荷が軽減できるよう今後検討していく。 

 

（ベンダ）GTINコード対応表について、6月 12日に公開された資料に不備があったと

6月末の自治体向け説明会において説明があったと聞いている。修正後の対応表はい

つ公開されるか。 

⇒（予防接種課）今週中に修正後の対応表を発出する予定である。 

 

（地方自治体）予防接種事務デジタル化後の運用として、医療機関において予防接種の

資格確認には医療機関アプリもしくは予防接種サイトのどちらかを利用する認識で

相違ないか。医療機関アプリにかかる費用面を鑑みて予防接種サイトの運用を提示

しようと考えているが、医療機関への予防接種サイトの利用方法等は誰が説明を行

うか教えてほしい。 

⇒（予防接種課）医療機関アプリに関しては民間のベンダが技術解説書に沿って作成

しているものの、競争領域の範囲内で UI/UX や便利機能などには差があり、価格

面含めて導入を検討いただくものと考える。予防接種サイトは医療機関の閉域網

端末で予予・請求システムの画面を操作できる機能となっており、使用マニュアル

を作成している。より手軽に使用いただけるよう、ガイドのようなものの作成も検

討している。 

 

 

以 上 

 


